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白川を中心としたまちづくりプロジェクト

環境システムエ学科士木環境系小林一郎

１．緒言

本プロジェクトでは，熊本市の中心市街部を流れる

一級河川白川を中心に，上通並木坂のまちなか工房を

拠点としてさまざまな活動を行なっている．主な活動

内容として，まちなか工房における勉強会の開催や，

まちなか工房での展示会の開催，実際の白川における

デザインなどが挙げられる．

催した．初日にオープニングイベントが開催され，展

示は約１週間行なわれた．開催期間中はのべ６０人も

の来場者があり，街中という場所柄，買い物途中に立

ち寄る姿も見られた．

２）「緑の区間」デザイン概要

現在，白)Ⅱ.｢緑の区間」の河道拡幅に伴う景観整備

に携わっている〆本整備は，植栽と施設の２つのワー

キング柱にして，進められている．同区間では，左岸

が約１５ｍ掘削され，河道が拡幅される．さらに流量

を確保するために右岸に1.7ｍ,左岸に1.0ｍ程度のパ

ラペットが設置されることとなっている．右岸は，街

と川の距離が近いために，現在ある緑道の中にパラペ

ットが設置されることになるそこで，緑地に人を歩

かせるのではなく，管理用通路を歩きやすくすること

で，快適な空間を創り出すようなデザインを提案して

いるまた，明午橋橋詰においては，要整備箇所とし

て着目し，個別に模型を作成し，植栽と施設のワーキ

ングで案を詰めている．左岸は，現在は緑地公園にな

っており，河道拡幅に伴い，およそ同じ幅で１５ｍ移

動することとなる．設置されるパラペットをどうスム

ーズにつなぐか，また，スロープの設置箇所などを検

討中である．植栽に関しては，３０年後を目処にした計

画を考えており，おおまかな配置を決定して，施工時

に詳細な配置をすることになっているまた，植栽と

施設が対立するのではなく，お互いが協力し合って議

論を進めている．

２．実施概要

１）まちなか工房における活動

本プロジェクトは，第３回まちなか工房勉強会のテ

ーマとして取り上げられた．地元商店街からも多くの

参加者があり，活発な意見交換が行なわれた．

a）川を活かしたまちづくり

白)11と特徴のよく似た都市河川である，広島市の１日

太田)||，北九州市の紫)||，徳島市の新町川，岡山市の

西川緑道といった事例を紹介した．

b）白川「緑の区間」

筆者らが実際に携わっているプロジェクトである白

川「緑の区間」の河道拡幅に伴う景観整備についての

紹介をした．デザイン概要については次節で述べる．

c）まち・かわ・みちの楽しさづくり懇談会

「まちづくりは誰が，どこで，どのように考えてい

るのか｣，「これからのまちづくりは？」などをテーマ

に議論が行なわれた…市民と専門家と行政が協力しあ

っていくことが重要だと認識された．
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写真･１まちなか工房勉強会

また，勉強会以外にも，九州の学生団体ＫＬ２と風

景デザイン研究発表会が主催したデザイン演習イベン

ト「九州デザインシャレット」の成果報告展示会を開

写真･２緑の区間模型写真
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